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　より便利で幸福な生活を送るためのデジタル化社会の実現に向け、その基盤となるマイナンバーカードについ
て政府は、2022年度末にほぼ全国民にマイナンバーカードが行き渡ることを目指すとともに、マイナンバーカー
ドの健康保険証、運転免許証との一体化などの利活用拡大、スマホへの搭載等利便性を高める取り組みを推進
しています。
  今回の特集は、マイナンバーカードの現状をはじめ今後の利活用と支援策等について、県市町村課から紹介い
ただくとともに、マイナンバーカードの普及拡大と利活用に取り組む甲府市及び甲斐市の取り組みを紹介します。

「マイナンバーカードの普及・利活用」
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の

分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
が
保

有
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
以
下
の
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

・	

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
行
政
手
続
の
簡
素
化
と
い
っ

た
国
民
の
利
便
性
の
向
上
。

・	

行
政
機
関
等
で
行
う
様
々
な
情
報
の
照
合
・
入
力
等

の
業
務
の
削
減
と
い
っ
た
行
政
の
効
率
化
。

・	

国
民
の
所
得
状
況
等
が
把
握
し
や
す
く
な
り
、
税
や

社
会
保
障
の
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
不
正
受

給
の
防
止
、
さ
ら
に
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
き

め
細
か
な
支
援
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
よ
る
公
平
・

マイナンバーカードの
　現状をはじめ今後の利活用

山梨県総務部市町村課
主査　西巻 真人

特集 01

公
正
な
社
会
の
実
現
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携
は
、
各
種
手
続
の

際
に
住
民
が
行
政
機
関
等
に
提
出
す
る
書
類（
住
民
票
、

課
税
証
明
書
等
）
を
省
略
可
能
と
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
に
基
づ
き
、
異
な
る
行
政
機
関
等
の
間
で
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
＝
情
報
提
供
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
を
用
い
た
個
人
情
報
の
や
り
と
り

を
行
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
の
申
請
に
基
づ

き
、
市
町
村
長
が
厳
格
な
本
人
確
認
を
行
っ
た
上
で
交

付
さ
れ
ま
す
。（
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
、
作
成
業
務
等

は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
委
任
し
て

実
施
。）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
カ
ー
ド
で
あ
り
、
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
利
用
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
カ
ー
ド
券
面
の
利
用

　
顔
写
真
付
き
で
あ
り
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に

公
的
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
提
示
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
し
社
会
保
障
・

税
の
手
続
で
添
付
書
類
を
不
要
に
で
き
ま
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
の
利
用

　
国
家
公
務
員
の
身
分
証
明
機
能
（
入
退
館
管
理
）
等

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）	

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
よ
る
電
子
証
明
書
の

利
用

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
や
届
出
と
い
っ
た
行
政
手
続
な
ど
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
を
行
う
際
に
、
他
人
に
よ

る
な
り
す
ま
し
や
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
を
防
ぐ
た
め
に
用

い
ら
れ
る
本
人
確
認
の
手
段
で
す
。
電
子
証
明
書
と
呼

ば
れ
る
デ
ー
タ
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
記
録
す
る
こ
と
で
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
併
せ
て
新
た
に
構
築
さ
れ
た
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

ア
ク
セ
ス
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。
具
体
的
に

は
、
子
育
て
に
関
す
る
行
政
手
続
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

行
う
こ
と
が
で
き
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
自
動
的

に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
ま
で
に
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
に
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て
申
し
込
み
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
、
特
定
健
診
情
報
や
医
療
費

通
知
情
報
の
閲
覧
が
可
能
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
令
和

３
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
か
ら
医
療
費
控
除
の
手
続

が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
自
動
入
力
に
よ
り
可
能

と
な
る
予
定
で
す
。

１	

概
要
・
経
緯

２	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携

３	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

４	

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
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令
和
元
年
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
骨
太
の
方

針
に
お
い
て
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
の
促
進
に
関
す
る
方
針
」（
令
和

元
年
６
月
４
日
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
決

定
）
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ

タ
ル
社
会
を
で
き
る
限
り
早
期
に
実
現
す
る
観
点
か
ら
、

令
和
４
年
度
中
に
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
９
月
に
は
、
総
務
省
に
お
い
て
、
令
和
３

年
３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
開
始
（
令
和
３
年
10
月
に
延
期
）
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
増
に
対

応
す
る
た
め
、
各
市
町
村
に
「
交
付
円
滑
化
計
画
」
を

策
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
市
町
村
に
お
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
国
の
想
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
見
込
み
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
の
体
制
整
備
や
取
組
等
を
含
む
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
国
・

地
方
を
通
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
喫
緊

の
課
題
と
な
る
中
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
確
実
な
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
普
及
の
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
カ
ー
ド
の
申
請
勧
奨
を
図
る
た
め
、
総
務
省
に
お
い

て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
健
康
保
険
証
利
用
の
開

始
に
向
け
た
広
報
に
加
え
、
令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和

３
年
３
月
に
か
け
て
、
カ
ー
ド
未
取
得
者
に
対
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
申
請
可
能
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

申
請
書
を
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
カ
ー
ド
の
申
請
数
が
倍
増

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
交
付
体
制
の
一
層
の
整
備
を

図
る
よ
う
、
総
務
省
は
市
町
村
に
対
し
て
交
付
円
滑
化

計
画
の
改
訂
を
要
請
し
、
土
日
開
庁
の
さ
ら
な
る
実
施

や
窓
口
の
増
設
に
よ
る
交
付
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
申
請
書
の
送
付
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
対
象
手
続
期
限
の
令
和
３
年
４
月
末
へ
の
延

長
、
さ
ら
に
市
町
村
に
お
け
る
交
付
体
制
の
充
実
に
よ

り
、
月
間
交
付
枚
数
は
、
表
１
の
と
お
り
、
令
和
３
年

６
月
に
は
約
１
万
９
千
枚
と
、
交
付
円
滑
化
計
画
の
改

訂
が
行
わ
れ
た
令
和
２
年
11
月
の
約
９
千
枚
に
比
べ
２

倍
を
超
え
て
増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
県
内
の
交
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
８
月
時
点
に
お
け
る
累
計
交
付
枚
数
、
交
付
率
は
、

２
７
７
，６
８
６
枚
、
33
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

県
の
交
付
率
は
、
全
国
平
均
の
36
・
0
％
を
下
回
っ
て

お
り
、「
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
住
民
に
行

き
渡
る
こ
と
」
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
カ
ー
ド
の
申
請

促
進
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
組
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
カ
ー
ド
の
申
請
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

６	

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
に
つ
い
て

５	

カ
ー
ド
の
普
及
及
び

	

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
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山梨県　マイナンバーカード月間交付枚数 出典：総務省ホームページ表1
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ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
住
民
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
場
所
や
生
活
に
身
近
な
場
所
、

住
民
が
多
く
集
ま
る
場
所
な
ど
に
お
い
て
、
市
町
村
職

員
が
出
張
し
て
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付
け
る
出
張
申

請
受
付
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
申
請
機
会
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
場
で
効
果
的
な
宣

伝
・
集
客
等
に
取
り
組
み
、
申
請
数
の
増
加
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
事
務

に
必
要
な
経
費
に
対
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
で
あ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務
費
補
助
金
が
交
付
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す
る

た
め
、
令
和
３
年
７
月
に
同
補
助
金
の
交
付
要
綱
が
改

正
さ
れ
、
令
和
３
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
、
出
張
申

請
受
付
に
係
る
宣
伝
集
客
経
費
の
補
助
単
価
を
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
市
町
村
に
お
い
て
は
、
宣
伝
・
集
客
の
取

組
と
組
み
合
わ
せ
つ
つ
、
積
極
的
な
出
張
申
請
受
付
等

の
実
施
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
図

１
の
と
お
り
、
様
々
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

及
び
国
と
地
方
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
抜
本
改
善
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
工
程

表
を
含
む
報
告
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
図
２
の
と
お
り
、

令
和
２
年
12
月
25
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
・

ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
に
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
化
指
針

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

７	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

	

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

マイナンバー WG報告→デジタル・ガバメント実行計画において、国・地方デジタル化指針を盛り込む。
図2

 (例)	 ・	マイナポータルなどのUX・UⅠの最適化
	 ・	生体認証などの暗証番号に依存しない認証の
		  仕組みの検討
 	 ・	カードの発行・更新が可能な場所の充実 

　  ・	 各種免許・国家資格等との一体化 
     ・	 マイナンバーカードへの日本国政府、西暦、
	 ローマ字の表記の検討　等

図1
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例
え
ば「
運
転
免
許
証
の
デ
ジ
タ
ル
化
」に
つ
い
て
は
、

図
３
の
と
お
り
、令
和
６
年
度
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一
体
化
を
実
現
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
住
所
変
更
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
居
住
地

外
で
の
迅
速
な
運
転
免
許
証
更
新
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
更
新
時
講
習
受
講
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
（
電
子
証
明

書
）
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
搭
載
の
実
現
」
に
つ
い

て
は
、
現
状
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
行
政
手

続
を
行
う
た
め
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
か
ざ
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
図
４
の
と

お
り
、
令
和
４
年
度
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
で
手

続
を
行
う
こ
と
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
年
10
月
に
は
健
康
保
険
証
利
用
の
本
格
運
用
が
開

始
し
、
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
等
に
よ
り
カ
ー
ド
の

利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
拡
大
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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( 令和 6年度）

2025年度
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全国共通の運転者管理システムの整備
県警の運転者管理システムの

移行

優良運転者のオンライン
更新時講習のモデル事業

検討会

法案提出

システム構築 スマートフォン搭載の実現技術検証、
システム設計

一体化に必要なシステム改修

モデル事業の
効果検証

全国実装に必要な
システム改修

全国実装に向けた改良

モバイル運転免許証等の在り方の検討

運転免許証と
マイナンバーカードの

一体化

オンライン講習の
全国実装運転免許証の

デジタル化

マイナンバー
カードの機能
（電子証明書）
のスマート
フォンへの搭
載の実現
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( 令和 3年度）

2022年度
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全国共通の運転者管理システムの整備
県警の運転者管理システムの

移行

優良運転者のオンライン
更新時講習のモデル事業

検討会

法案提出

システム構築 スマートフォン搭載の実現技術検証、
システム設計

一体化に必要なシステム改修

モデル事業の
効果検証

全国実装に必要な
システム改修

全国実装に向けた改良

モバイル運転免許証等の在り方の検討

運転免許証と
マイナンバーカードの

一体化

オンライン講習の
全国実装運転免許証の

デジタル化

マイナンバー
カードの機能
（電子証明書）
のスマート
フォンへの搭
載の実現

図4　	マイナンバーカードの機能（電子証明書）のスマートフォンへの搭載の実現

図3　	運転免許証のデジタル化
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甲
府
市
で
は
、
令
和
3
年
2
月
に
「
甲
府
市
デ
ジ
タ

ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
口
減
少
や
産
業
活
動
の
低
迷
な
ど
の
様
々

な
課
題
を
解
決
し
、
本
市
の
目
指
す
都
市
像
を
実
現
す

る
た
め
、
社
会
生
活
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
ま
で
発
展

し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
う
え
で

の
本
市
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
期
間
は
10
年
間
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
し
、Society5.0

と
言
わ
れ

る
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
形
を
構

築
す
る
べ
く
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
給
付
事
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な

マイナンバーカードの
　　普及・利活用について

甲府市行政経営部デジタル推進課
係長　保坂 紀之

特集 02

ど
、
便
利
で
快
適
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

お
い
て
も
確
実
な
個
人
認
証
が
可
能
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
定
め

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
が
最
重
点
事
項
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

　
な
お
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

国
で
も
保
険
証
と
し
て
の
利
用
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
な

ど
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

方
自
治
体
に
お
い
て
は
地
域
の
特
性
や
課
題
に
沿
っ
た

き
め
細
か
な
施
策
に
よ
る
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
・
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
、
今
年
度
「
こ
う

ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
7
月
1
日
現
在
、
甲
府
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
32
・
9
％
で
、
山
梨
県
平
均

が
32
・
3
％
で
、
全
国
平
均
が
34
・
2
％
で
す
の
で
県

内
の
平
均
は
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
平
均
か
ら
は

1
・
3
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま
す
。

※
総
務
省
発
表
数
値

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
を
図
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
取
得
し
や
す
い
態
勢
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
役
所
市
民
課
で
の
取
得

専
用
窓
口
の
開
設
や
、
市
内
38
ヶ
所
あ
る
郵
便
局
で
の

申
請
受
付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
局

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
も
同
時
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
コ
ン

ビ
ニ
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
を
取
得
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
近
所
の
コ
ン
ビ

ニ
で
証
明
書
等
が
取
得
で
き
る
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
取
り
組
み

と
し
て
は
「
企
業
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成

支
援
出
張
サ
ー
ビ
ス
」と
、「
こ
う
ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

事
業
を
7
月
1
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
「
こ
う
ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
総
務

省
が
行
う
「
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
総
務
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の

で
、
本
市
で
は
健
康
・
環
境
・
消
防
の
3
分
野
に
関
す

る
活
動
等
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
通
じ
て

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
と
同
時
に
、
各
取
り
組
み
を
応
援
す
る
も
の

で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
1
ポ
イ
ン
ト
1
円
と
し
て
指
定
の
電

子
マ
ネ
ー
に
振
り
替
え
て
店
舗
等
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、電
子
マ
ネ
ー
に
振
り
替
え
る
た
め
に
は
、

甲
府
市
内
の
店
舗
で
指
定
の
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
し
て

買
い
物
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
還
元
方
式
）。
そ

の
た
め
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に
も
一
定
の
効
果
を
見

1	

は
じ
め
に

３	

今
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

２	
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
の

	

現
状
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
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込
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
3
つ
の
分
野

ご
と
に
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
分
野

　
　

  
↓　

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
健
康

に
関
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の

流
れ
は
、
ま
ず
参
加

者
に
対
し
て
「
甲
府

市
健
康
手
帳
」
を
配

布
し
ま
す
。
こ
の
健

康
手
帳
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
を
設
定
し

た
り
取
組
状
況
を
記

載
す
る
な
ど
し
て
、

自
分
自
身
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、

そ
の
内
容
に
応
じ
て

あ
ら
か
じ
め
設
定
さ

れ
た
数
の
健
康
ポ
イ

ン
ト
を
健
康
手
帳
内

の
台
紙
に
貯
め
て
い

き
ま
す
。
一
定
以
上

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
た
と
こ
ろ
で
、
累

計
ポ
イ
ン
ト
数
に
応

じ
た
「
こ
う
ふ
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
」
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
「
健
康
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
本
市

が
、
み
ん
な
が
健
康
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
“
元
気
ｃ
ｉ

ｔ
ｙ
こ
う
ふ
”
を
目
指
し
、
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上

と
健
康
的
な
生
活
の
習
慣
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

環
境
分
野

　
　

  

↓　

「
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
環
境

に
関
す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
流
れ
は
、
エ
コ
商
品
の
購
入
等
に

対
す
る
も
の
と
、
エ
コ
活
動
に
対
す
る
も
の
に
分
か
れ

て
お
り
、
エ
コ
商
品
の
購
入
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
の
購
入
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
等
の
購

入
で
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
活
動

ポ
イ
ン
ト
で
は
、

コ
ン
ポ
ス
ト
等
生

ご
み
減
量
の
取
り

組
み
や
環
境
保
全

に
関
す
る
活
動
等

へ
の
参
加
に
対
し

て
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
ま
す
。

　

甲
府
市
で
は
、

２
０
５
０
年
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明
し
て
お
り
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、「
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ポ
イ
ン
ト
」
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
消
防
分
野

　
　

  

↓　

「
消
防
団
員
応
援
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
甲
府
市

消
防
団
員
の
活
動
等
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
ま
す
。

　
甲
府
市
消
防
団
員
や
新
規
入
団
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付

与
の
他
、
自
治
会
等
の
要
請
に
基
づ
く
地
域
活
動
へ
の

参
加
に
対
し
て
も
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
消

火
・
水
防
活
動
や
訓
練
、
災
害
予
防
啓
発
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
、
昼
夜
を
問
わ
な
い
活
動
を
行
う
な
ど
、
地
域
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
消
防
団
員
を
応
援

こうふマイナポイント

こうふマイナポイント

こうふマイナポイント

（グリーンカーテン）
環境保全への取り組み

健康への取り組み実績を記入

消防団員・活動



やまなし 16

に
活
用
し
、
新
し
い
生
活
様
式
へ

の
対
応
で
急
速
に
進
む
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
新
た
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
便
利
で
快
適
な
市
民
生
活
を
支

え
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
現
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
る
も
の
で
す
。

　
人
口
減
少
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
全
国
的

に
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
甲
府
市
に
お
い

て
も
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
団
員
確
保
が
大
変
厳

し
い
状
況
の
な
か
、
消
防
団
活
動
を
支
援
す
る
意
味
で
、

「
消
防
団
員
応
援
ポ
イ
ン
ト
」を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
取
得
に
つ
な

げ
る
た
め
、
5
月
以
降
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

申
請
者
に
対
し
て
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
及
び

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
加
算
す
る

形
で
、
新
規
取
得
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
事
業
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
加
え
て
、
甲
府
市
の
重
要
な

施
策
に
つ
い
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果
に
よ
る
参
加
意

欲
の
向
上
、
市
内
経
済
の
活
性
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
の
推
進
と
い
っ
た
複
合
的
な
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

通
じ
て
の
行
政
給
付
の
仕
組
み
が
本
格
的
に
構
築
さ
れ

る
こ
と
で
、
様
々
な
施
策
へ
の
汎
用
的
な
利
用
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
長
寿
お
祝
い
や
、
先
の
新
型
コ
ロ
ナ
定
額

給
付
金
の
よ
う
な
一
律
給
付
、
活
動
補
助
な
ど
、
手
数

と
時
間
の
か
か
る
現
金
で
な
く
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
付
与

す
る
こ
と
で
、
効
率
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
消
費
の
促

進
に
も
つ
な
が
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
本
事
業
の
形
を
様
々
な
施
策
に
お
い
て
有
効

４	「
こ
う
ふ
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
の

	

ね
ら
い
と
今
後
の
展
開

こうふマイナポイントプロジェクト概要図
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実
施
し
て
い
る
。
取
得
す
る
こ
と
自
体
に
異
を
と
な
え

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
身
近
な
存
在
と
感
じ
、
い
つ
で
も
手
元
に
あ
る
こ
と

で
便
利
だ
と
思
わ
せ
る
状
態
の
創
出
を
目
的
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

最
も
身
近
な
機
会
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
だ
と
考
え
る
が
、

そ
も
そ
も
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
を
と
る
機
会
は
頻
繁
で

な
く
、
そ
れ
を
取
得
す
る
た
め
の
暗
証
番
号
を
忘
れ
る

方
も
多
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
身
近
な
も
の

と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
持
つ
理

由
の
創
出
で
あ
る
。
例
え
ば
、
お
金
を
お
ろ

す
際
に
銀
行
の
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
か
な
い
、

運
転
免
許
証
を
運
転
中
に
忘
れ
る
人
は
い
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
カ
ー
ド
自
体
に
意
味
を

持
た
せ
て
お
り
、
お
の
ず
と
持
ち
歩
く
た
め

で
あ
る
。
日
々
生
活
の
中
で
自
分
自
身
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
、
自
身
で
忘
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
生
活
習
慣
が
で
き
あ

が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
私
自
身
も
実
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
最
初
の
カ
ー
ド
の

申
請
と
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
以
外
に
は

活
用
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
身
分
証
明
と

し
て
は
運
転
免
許
証
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る

し
、
め
っ
た
に
住
民
票
等
を
と
る
機
会
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
普
段
は
机
の
奥
底
に
し

ま
っ
て
あ
る
。
昨
年
の
特
別
定
額
給
付
金
に

つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
電
子

申
請
よ
り
自
身
で
紙
の
申
請
書
を
郵
送
し
て

し
ま
っ
た
ほ
う
が
給
付
金
の
振
り
込
み
が
早

い
自
治
体
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

現
在
、
自
治
体
ご
と
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
身
分
証
明
書
や
自
治
体
独
自
の
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
組
み
込
む
な
ど
市
民
が
日
常

の
中
で
使
う
こ
と
に
関
し
て
の
取
り
組
み
を

　
国
は
令
和
４
年
度
末
に
は
ほ
ぼ
全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
行
き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
将

来
的
に
は
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
も
連
携
を
す
る
こ
と
で
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
1
枚
で
行
え
る
よ
う
に
集
約
を

目
指
し
て
い
る
。
住
民
と
し
て
も
各
種
証
明
用
カ
ー
ド

を
バ
ラ
バ
ラ
に
使
う
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
カ
ー
ド
に

一
元
化
す
る
こ
と
は
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
た

だ
し
、
現
状
全
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
の
は
い
い
も
の
の
自
治
体
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
タ
ン

ス
の
奥
に
し
ま
い
何
も
使
わ
な
い
状
態
の
ま
ま
更
新
期

限
を
迎
え
る
状
態
と
い
う
方
が
多
い
だ
ろ
う
。

　
市
民
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る

マイナンバーカードの普及促進と
利活用の拡大に向けて

甲斐市総務部スマートプロジェクト推進課
主査　高橋 理史
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2020



年
に
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
と
利
用
促
進
を
目
的
と
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
制
度
を
作
り
上
げ
、
今
ま
で
身
分
証
、
証
明
書

発
行
、
各
種
申
請
書
に
記
入
す
る
以
外
に
利
用
し
な
い

方
の
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
と
連
携

し
、
5,000



円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
掲
げ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
一
回
き
り

の
た
め
、
一
度
取
得
し
て
そ
こ
に
つ
な
げ
る
サ
ー
ビ
ス

が
な
い
と
、
そ
の
後
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
カ
ー
ド

に
な
る
。

　
甲
斐
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
交

付
を
受
け
た
人
に
対
し
3,000



円

分
の
ギ
フ
ト
券
等
を
配
布
す
る
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
取
得
す
る
こ
と
に

よ
り
よ
い
メ
リ
ッ
ト
を
掲
げ
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
甲
斐
市
内
に
あ
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト
ブ
ー
ス
を

設
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
を
目
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
何

度
も
繰
り
返
す
が
取
得
し
て
終
わ
り
に

す
る
の
で
は
、
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な

い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
本
年
3
月
に
お

い
て
は
、
国
で
は
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
モ
デ
ル
事
業
を
公
募
し
た
。
こ
の

事
業
は
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
通
じ
て
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の

連
携
の
仕
組
み
を
備
え
、
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で

自
治
体
が
多
様
な
給
付
施
策
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
に
さ

ら
な
る
付
加
価
値
を
与
え
、
取
得
の
向

上
に
努
め
、
自
治
体
の
様
々
な
施
策
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
試
み
に
対
し
甲

斐
市
は
「
甲
斐
っ
子
卒
業
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い
う
事
業

を
企
画
・
提
案
し
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
択
さ
れ
、
7
月

現
在
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
事
業
内

容
と
し
て
は
甲
斐
市
在
住
の
中
学
３
年
生
に
対
し
甲
斐

市
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
3,000




円
分
を
卒
業
記
念
と

し
て
付
与
す
る
。
ま
た
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
と
し

て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
同
対
象
者
に
は
初
回
の
み
甲
斐
市
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
500


円
分
を
付
与
す
る
事
業
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
の
取
得
率
が
低
い

こ
と
か
ら
中
学
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
の
同
時
取
得
を

促
進
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
と
紐
づ
け

る
こ
と
で
、
現
金
給
付
や
個
人
に
振
り
込
む
と
い
っ
た

手
間
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
は
電
子
情
報
と
し
て
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
の
情
報
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
事
業
に
つ
い

て
は
手
続
き
の
際
に
給
付
の
要
件
を
自
動
的
に
確
認
で

き
る
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
審
査
等
の
事
務

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
こ
の
事
業
の
目
的
は
た
だ
単
に

甲
斐
市
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
行
為
で
は
な

く
、
今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
給
付
事
務
を
試
験
的
に
行
う
こ
と
で
行
政
や
住

民
手
続
き
の
負
担
軽
減
、
迅
速
な
給
付
の
実
現
を
職
員

が
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
た

だ
単
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
一
度
の
給

付
事
務
で
終
え
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
で
得
た
経
験
を
今

後
の
利
活
用
案
と
し
て
絡
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
る
。

２ 

取
り
組
み
内
容
、課
題

ショッピングモール内ブース



やまなし19

特集

やまなし
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今
後
の
展
望

　

今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
身
分
証
や
住

民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
独

自
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
や
利
活
用
に
よ
る
手
続
き
の

簡
易
化
が
求
め
ら
れ
る
。
将
来
的
に
は
様
々
な
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
と
一
本
化
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け

所
有
し
て
お
け
ば
保
険
証
に
も
使
え
る
、
各
種
支
払
い

に
も
使
え
る
、
地
域
活
動
参
加
に
対
し
て
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
に
も
使
え
る
と
い
っ
た
様
々
な
可
能
性
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
っ

て
も
仕
組
み
が
整
わ
な
い
こ
と
に
は
始
ま
ら
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
市
民
目
線
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
機

会
が
少
な
い
。
い
つ
持
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
も

の
と
し
て
認
識
さ
せ
る
た
め
に
は
行
政
独
自
の
取
り
組

み
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
事
業
者
等
と
連
携
し
た
中

で
各
自
治
体
の
課
題
を
研
究
し
、
市
民
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
し
て
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
施

策
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
私
自
身

も
市
役
所
で
働
い
て
い
な
け
れ
ば
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
な
く
申
請
し
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
身
近
に
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
仕

事
の
合
間
に
申
請
や
交
付
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
対
し

て
抵
抗
感
を
持
つ
方
が
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

も
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
れ
ば
更
新
も
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
現
在
国
の
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
モ

デ
ル
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
を
確
実
に
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
に
触
れ
て
み
て

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
、
他
の
事
業
を
絡
め
地

域
の
課
題
を
解
決
が
で
き
な
い
か
と
い
う
問
題
の
解
決

案
を
組
み
こ
む
こ
と
が
必
要
に
な
る
。そ
の
た
め
に
は
、

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
よ
り
よ
い
活
用
と
な

り
う
る
の
か
を
肌
で
感
じ
、
こ
の
事
業
の
継
続
性
と
と

も
に
他
の
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
他
の
案
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マイナンバーカード

作ろう 編

マイナンバーカード

作り方 編

甲斐っ子卒業プレゼントチラシ

つくってみるじゃん ！ マイナンバーカード動画イメージ
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地
球
温
暖
化
対
策
を
め
ぐ
る
動
き

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

世
界
的
に
深
刻
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
猛
暑
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
に
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で
は
「
産
業
革
命
前
か
ら
の
平
均
気

温
上
昇
の
幅
を
2
℃
未
満
と
し
、
1
・
5
℃
に
抑
え
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
の

目
標
が
国
際
的
に
広
く
共
有
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
般
公
表
さ
れ
た
国
連
の
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
の
報
告
に
よ
る
と
、
地
球
温
暖

化
は
人
為
起
源
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
く
、
向
こ
う
数
十

年
の
間
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
大
幅
に
削
減
し
な
け

れ
ば
、
21
世
紀
中
に
気
温
上

昇
は
2
℃
を
超
え
る
と
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、

2020



年
10
月
、
菅
総
理
が

所
信
表
明
演
説
で
、
2
0
5
0

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
宣
言
し
、
今
年
5
月
に

成
立
し
た
「
改
正
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
法
」
で
は
、
基

本
理
念
と
し
て
、国
、自
治
体
、

事
業
者
等
の
密
接
な
連
携
に

よ
る
「
2050



年
ま
で
の

脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
が
明

文
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、7
月
に
公
表
さ
れ
た
、国
の「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」の
改
定
案
で
は
、

2050



年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
2030



年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
2013



年
度
比
で
△
26
％
か
ら
△
46
％
へ
大
幅

に
引
き
上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
で
き
得
る
限
り
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
脱
炭
素
の
取
り
組
み
や
再
エ
ネ
の
導
入
目
標
の
設
定
が
求
め
ら
れ

る
な
ど
、
対
策
の
具
体
化
、
加
速
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
へ　

ふ
た
つ
の
宣
言

～
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
～　

～
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
や
ま
な
し
宣
言
～

　
本
県
で
は
、
2009



年
に
策
定
し
た
「
山
梨
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」（
以
降
「
実
行
計
画
」）
に
お
い
て
、
全
国
で
初
め
て
2050



年
ま
で
の

C
O
2
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
明
記
し
ま
し

た
。
以
降
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
づ

く
り
な
ど
、
家
庭
部
門
で
の
取
り
組
み
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
、
条
例
に
基
づ

い
た
事
業
者
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
計
画
・
報
告
制
度
の
運
用
な
ど
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
現
在
の
実
行
計
画
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
目
標
（
2013



年
度
比
△
26
％
）
に
対
し
て
は
、
順
調
に
推
移
し

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
が
近
年

顕
著
と
な
り
、
世
界
的
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
目
標
の
見
直
し
を
進
め

る
動
き
が
進
み
、
日
本
で
も
菅
総
理
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
県
で
は
こ
の
機
を
捉
え
、
全
県
一
丸
と
な
っ
て
対
策
を
推
進
す
る
べ
く
、
長

崎
知
事
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
今
年
２
月
に
県
と
賛
同
い
た
だ
い
た
全
市
町
村

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」の
実
現
に
向
け
て

日本の年平均気温偏差

19
91

-2
02

0年
平

均
か

ら
の

差（
℃

）

山
梨
県   

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
査
　
長
澤 

純
子

 

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

気象庁HPより

トピックス
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と
共
同
で
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
全
市
町
村
共
同
で

の
宣
言
は
全
国
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
報
道
で
も
多
く
扱
わ
れ
、
広
く
県
民
の

皆
さ
ま
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
考
え
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
は
県
や
市
町
村
の
み
で
取
り
組
む
課
題
で
は
な
く
、

県
民
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、
行
政
や
企
業
、
各
種
団
体
等
の

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
県
全
体
の
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
っ
た
同
日
、
知
事
、
全
市
町
村
長
、
各
種
団
体
、
民
間
企

業
の
ト
ッ
プ
（
全
51
団
体
）
で
構
成
す
る
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
や
ま
な
し
会
議
」

を
設
立
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
活

動
に
お
い
て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
向
け
た
姿
勢
を
示
す
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
や
ま
な
し
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　
こ
れ
ま
で
本
県
で
は
、
2050



年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
新
た
な
動
き

な
ど
を
踏
ま
え
、
2030



年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
引

き
上
げ
や
、
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
、
来
年
度
、

新
た
な
実
行
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
既
に
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
P
2
G
シ
ス

テ
ム
の
実
証
試
験
や
農
業
分
野
に
お
け
る
4
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
な

ど
、
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
エ
ネ
の

導
入
を
戦
略
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
本
年
度
、
各
種
の
再
エ
ネ
に
つ
い
て
、

本
県
に
お
け
る
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
や
、
導
入
目
標
設
定
に
向
け
た
分

析
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
排
出
量
削
減
目
標
の
達
成
に
は
、
市
町
村
や
事
業
者
と
の
連
携
が
特
に
重

要
で
す
の
で
、
今
後
、
再
エ
ネ
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
の
結
果
を
共
有
す

る
な
ど
、
市
町
村
の
再
エ
ネ
導
入
目
標
の
設
定
や
、
実
行
計
画
の
策
定
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
や
ま
な
し
会
議
な
ど
を
活
用
し
、
市
町
村

や
団
体
、
企
業
の
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
事
業
モ
デ
ル
を
検
討
し
、
県
下

全
域
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
県
、
市
町
村
、
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、

一
日
も
早
い
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

やまなし「ゼロカーボンシティ」宣言
～2050年温室効果ガス排出実質ゼロに向けて～

　近年、地球温暖化に起因するといわれる気候変動の影響により、世界
的に深刻な自然災害が発生しており、国内においても、これまでに経験し
たことのない猛暑や豪雨災害などによる甚大な被害が発生しています。
　2015年に合意されたパリ協定では「産業革命前からの平均気温上昇
の幅を2℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広
く共有されました。2018年に公表された気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）報告書では、1.5℃に抑えるためには、2050年までにCO2排出
量を実質ゼロとすることが必要だと科学的に示されました。
　こうした目標の達成に向け、2009年に山梨県は全国に先駆けて、
2050年までのCO2排出量の実質ゼロを表明し、その後、2019年に環境
大臣が全国の自治体に「ゼロカーボンシティ」の呼びかけを行ったことを
機に、この動きが広がりを見せ、2020年には政府が「2050年までの温
室効果ガス排出実質ゼロ」を宣言しました。
　本県は日照時間が長く、多くの森林資源やそこから生まれる水資源な
ど豊かな自然が存在します。私たちは、これまでも、将来にわたり豊かな
自然と人とが共生・調和できるよう、それぞれが気候変動対策に取り組ん
できましたが、ここに2050年までの温室効果ガス排出の実質ゼロを共同
で宣言し、各自治体の特性を生かしながら、全県一丸となって今後さらに
取り組みを推進します。

　2021年2月15日

　　　　　　　やまなし「ゼロカーボンシティ」共同宣言自治体代表
　　　　　　　　 山梨県知事　長崎　幸太郎
 山梨県市長会　会長　甲府市長　樋口　雄一
 山梨県町村会　会長　南部町長　佐野　和広

「ゼロカーボンシティ宣言」本文 「ストップ温暖化やまなし会議」設立総会の様子



65
歳
以
上
が
支
払

う
介
護
保
険
料
も

上
昇
し
、
制
度
開
始

か
ら
約
20
年
間
で

２
倍
（
※
）
に
な
っ

て
い
る
。

（
※
）	第
１
期
2
,９
１
１
円

	

第
8
期
6
,0
1
4
円

　

以
上
の
よ
う
に
、

介
護
保
険
制
度
開

始
か
ら
の
20
年
間

に
制
度
を
取
り
巻

く
環
境
は
刻
々
と

変
化
し
、
そ
れ
に
伴

い
ニ
ー
ズ
も
シ
ー

ズ
も
変
化
し
て
き

て
い
る
。
例
え
ば
、

65
歳
以
上
人
口
の

増
加
に
伴
う
「
介

護
を
必
要
と
す
る

方
の
増
加
」
や
「
必

要
と
す
る
支
援
内

容
の
変
化
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た

「
増
加
す
る
介
護
費

用
を
い
か
に
し
て

社
会
で
支
え
る
か
」

と
い
う
大
き
な
課

題
も
生
じ
て
い
る
。

主
任
研
究
員   

山
本 

直
子
（
出
向
元　
山
梨
県
）

　

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合

う
仕
組
み
と
し
て
2000



年
に
創
設
さ

れ
た
介
護
保
険
制
度
は
、
4
月
か
ら
第

8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
2021



～

2023



年
度
）（
以
下
、「
第
８
期
計
画
」

と
い
う
。）
が
各
自
治
体
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
介
護
保
険
制
度
は
創
設
以
降
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
よ

り
様
々
な
制
度
改
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
全
国
一
律
に
第
8
期
計
画
を

策
定
す
る
年
度
で
あ
り
、
当
財
団
で
も
複

数
自
治
体
の
計
画
策
定
支
援
を
行
っ
た
。

ど
の
自
治
体
で
も
、
第
8
期
計
画
期
間
の

3
年
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る

2025



年
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高

齢
者
と
な
る
2040



年
を
見
据
え
、
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
奮
闘

す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
令
和
２
年
版
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、

65
歳
以
上
人
口
は
、
1950



年
に
は
総
人

口
の
5
％
で
あ
っ
た
が
、
2019



年
10
月

1
日
現
在
28
・
4
％
に
達
し
て
い
る
。

　
介
護
費
用
に
つ
い
て
も
、
年
々
増
加
し
、

公益財団法人 山梨総合研究所

1
は
じ
め
に

2
社
会
の
現
在
地

介
護
保
険
制
度
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

高齢化の推移と将来推計

（出典：令和２年版高齢社会白書）
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や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と

人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て

つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の

暮
ら
し
と
生
き
が
い
、地
域
を
と
も
に
創
っ

て
い
く
社
会
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
福
祉
の
領
域
に
限
っ
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
・

住
宅
・
地
域
自
治
・
環
境
保
全
・
教
育
な

ど
様
々
な
領
域
ま
で
含
め
て
多
様
な
参
加

機
会
の
創
出
や
地
域
社
会
の
持
続
性
を
考

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

社
会
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
ほ
ど
、

制
度
も
複
雑
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
大

切
な
の
は
制
度
が
目
指
そ
う
と
し
て
い
る

「
目
的
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
介
護
保
険
制

度
で
あ
れ
ば
、介
護
を
要
す
る
状
態
と
な
っ

た
方
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
方
が
有
す
る

能
力
に
応
じ
、
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
福
祉
の
増
進

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
行
政
側
は
複
雑
な

仕
組
み
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

し
、
住
民
側
に
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

実
行
し
、
と
も
に
地
域
を
作
っ
て
い
く
と

い
う
「
協
働
意
識
」
の
更
な
る
醸
成
を
期

待
し
た
い
。
様
々
な
背
景
を
持
つ
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
行
動
に
移

し
、
化
学
反
応
の
よ
う
に
更
な
る
動
き
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
き
っ

と
、
今
よ
り
住
み
よ
い
地
域
に
近
づ
い
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
を
と
ら
え
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
重
度
の
要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
、「
人
」を
起
点
に
し
て
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者

（
市
町
村
・
都
道
府
県
）
が
、
地
域
の
自
主

性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域
特
性
に
応

じ
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
で
は
地
域
資

源
を
把
握
し
、そ
れ
ら
を
い
か
に
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
れ
ば
、「
地
域
の
方
々
が
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
に
近

づ
け
る
か
非
常
に
苦
心
し
て
い
る
。

　

複
数
の
計
画
策
定
に
関
わ
り
、
上
記
の

よ
う
な
自
治
体
の
苦
労
を
間
近
で
み
て
感

じ
た
こ
と
は
、
こ
の
大
き
な
地
域
づ
く

り
の
仕
組
み
は
、
行
政
だ
け
で
作
り
上
げ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
生
活
支
援
や
介
護
予
防

と
い
う
暮
ら
し
を
支
え
る
分
野
に
お
い
て

は
、
多
様
な
主
体
が
ど
れ
だ
け
関
わ
る
か

に
よ
っ
て
、
充
実
度
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
全
国
一
律
の
ル
ー

ル
に
沿
う
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、ニ
ー

３
目
指
す
社
会
と
は

５
お
わ
り
に

ズ
の
掘
り
起
こ
し
と
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
関
し
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

て
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
個
人
に
関
し
て
も
、「
介
護
予
防

を
推
進
す
る
」
と
難
し
く
考
え
る
必
要
は

な
く
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
若
い
頃
か

ら
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
づ
く
り
と
い
う
観
点
か

ら
、
厚
生
労
働
省
が
検
討
を
進
め
て
い
る

「
地
域
共
生
社
会
」
と
い
う
考
え
方
も
紹
介

し
た
い
。
地
域
共
生
社
会
と
は
、「
制
度
・

分
野
ご
と
の
『
縦
割
り
』
や
支
え
手
・
受

け
手
と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民

THINK TANK

（出典　厚生労働省HP）

地域共生社会のポータルサイト
4
「
地
域
共
生
社
会
」と
い
う
考
え
方

● 活躍の場づくり
● 安心感のある暮らし

● 就労や社会参加の
  機会の提供
● 民間企業による
  生活支援への参入

● 働き手の創出
● 地域資源の
  有効活用

● 多様性の尊重
● 気にかけ合う
  関係性

やまなし23


